
藤前干潟
ラムサール条約登録湿地

日 本 最 大 級 の シ ギ・チ ド リ 渡 来 地

霧多布湿原 
１９９３/６  ２,５０４ha

厚岸湖・ 
別寒辺牛湿原 
１９９３/６  ４,８９６ha 
釧路湿原 
１９８０/６  ７,８６３ha 
 
伊豆沼・内沼 
１９８５/９  ５５９ha 
 
谷津干潟 
１９９３/６  ４０ha 
 
藤前干潟 
２００２/１１  ３２３ha 
 

クッチャロ湖 
１９８７/７  １,６０７ha 
 
宮島沼 
２００２/１１  ４１ha 
ウトナイ湖 
１９９１/１２  ５１０ha 
 
佐潟 
１９９６/３  ７６ha 
 
片野鴨池 
１９９３/６  １０ha 
 
 
琵琶湖 
１９９３/６  ６５,６０２ha

漫湖 
１９９９/５  ５８ha 
 

「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関す
る条約」は、１９７１年にイランのラムサールで開催され
た国際会議で採択されたことから、「ラムサール条約」
と呼ばれています。（採択記念日の2月2日は「世界
湿地の日」、その日を含む１週間は「世界湿地週間」と
されています）。
この条約では、重要な湿地とそこに生息・生育する動
植物の保全を目的とし、各締約国が湿地を指定して条
約事務局に登録することになっています。
２００３年3月１２日現在、締約国１３６ヶ国、登録湿地数
１,２６３ヶ所、合計面積は約１億７５０万haに及びます。
日本は、１９８０年に締約国となり、釧路湿原を登録湿地
として指定しました。２００２年１１月１８日には藤前干潟と
宮島沼（北海道）が登録され、国内の登録湿地は１３ヶ
所、８４,０８９haとなっています。

日本のラムサール条約登録湿地
（２００３年３月現在）

藤前地区
●バス　
名鉄バスセンター［名古屋駅］より三重交通「長島温泉行き
（名四国道経由）」乗車、「南陽町藤前」下車、藤前公園に
沿って南へ徒歩１５分。

稲永地区
●電車・バス　
地下鉄名城線｢築地口｣３番出口より──────────
●市バス「稲永スポーツセンター」行乗車、「稲永スポーツセン
　ター」下車、南へ徒歩７分。
●市バス「野跡」行または「ポートメッセなごや（稲永町経由）」
　行乗車、「野跡」下車、徒歩１０分（西へ５分・南へ５分）
その他、名古屋駅･金山駅から「野跡」行、地下鉄東山線｢高
畑｣から「稲永スポーツセンター」行の市バス運行。

藤前干潟案内図

ラムサール条約と藤前干潟 鳥獣保護区

藤前干潟 日光川大橋 

庄内新川橋 

N

庄
内
川 新

川 23

西
名
古
屋
港
線（
予
定
） 

野跡 

荒子川 
公園 

名
古
屋
市 

野
鳥
観
察
館 

至名古屋 

日
光
川 

名
四
国
道
 

藤前 
公園 

稲永 

59

ハマシギの群飛

国指定

写真提供：森井豊久
このパンフレットは古紙が１００％の再生紙を使用して、
環境にやさしい大豆油インキで印刷しています。

ダイゼン

  環境学習やエコツアーの場に
藤前干潟は、大都市、港湾、工業地帯の只中にあり、周辺で大規模な埋立が進められてきた中で
僅かに残されました。干潟の一部にごみ処分場が計画された時には市民運動と行政の最終判断
により断念され、これが契機となって名古屋市はごみ減量化に大きな一歩を踏み出しました。
このように藤前干潟は、自然環境の保全上重要なだけでなく、大都市が循環型社会へ向かう転機
となった好例としても大きな意味を持っています。生命のすばらしさや干潟環境の美しさ・豊かさ、
循環型社会の在り方を“楽しみながら考える場”として、藤前干潟の可能性は計り知れません。
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環境省自然環境局中部地区自然保護事務所
http://www.sizenken.biodic.go.jp/park/chubu

名古屋支所
〒４６０-０００２ 名古屋市中区丸の内２-２-１５東照ビル
ＴＥＬ（０５２）２２９-８１９１　ＦＡＸ（０５２）２２９-８１９２

E-mail:WB-NAGOYA@env.go.jp
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繁殖地 

藤前干潟 

繁殖地のシベリアと越冬地のオーストラリア間は約

1万ｋｍ。この長い距離を乗り切るうえで藤前干潟

は重要な中継点となっています。

シギ・チドリ類の渡りのルート

藤前干潟に生息する主な鳥類
カイツブリ
ハジロカイツブリ
カンムリカイツブリ
オオミズナギドリ
カワウ
サンカノゴイ
ヨシゴイ
ゴイサギ
ササゴイ
アマサギ
ダイサギ
チュウサギ
コサギ
アオサギ
クロツラヘラサギ
マガン
コハクチョウ
ツクシガモ
オシドリ
マガモ
カルガモ
コガモ
アメリカコガモ
トモエガモ
ヨシガモ
オカヨシガモ
ヒドリガモ
アメリカヒドリ
オナガガモ
ハシビロガモ
ホシハジロ
キンクロハジロ
スズガモ
ホオジロガモ
ミコアイサ
ウミアイサ
ミサゴ
ハチクマ
トビ
オジロワシ
オオタカ
ツミ
ハイタカ
ノスリ
サシバ
ハイイロチュウヒ
チュウヒ
ハヤブサ
チゴハヤブサ
コチョウゲンボウ
チョウゲンボウ
クイナ
ヒクイナ
バン
オオバン
ミヤコドリ
ハジロコチドリ
コチドリ
シロチドリ
メダイチドリ
オオメダイチドリ
ムナグロ
ダイゼン
ケリ
タゲリ
キョウジョシギ
トウネン
ヒバリシギ
オジロトウネン
ハマシギ
サルハマシギ
コオバシギ
オバシギ
ミユビシギ
エリマキシギ
キリアイ
オオハシシギ
シベリアオオハシシギ
ツルシギ
アカアシシギ
アオアシシギ
クサシギ
タカブシギ
キアシシギ
イソシギ
ソリハシシギ
オグロシギ
オオソリハシシギ
ダイシャクシギ
ホウロクシギ
チュウシャクシギ
タシギ
オオジシギ
セイタカシギ
アカエリヒレアシシギ
トウゾクカモメ
ユリカモメ
セグロカモメ
オオセグロカモメ
シロカモメ
カモメ
ウミネコ
ズグロカモメ
ミツユビカモメ
ハジロクロハラアジサシ
クロハラアジサシ
アジサシ
コアジサシ
カワセミ
キセキレイ
ハクセキレイ
セグロセキレイ　など

干潟および周辺地域は貴重な大都市の鳥獣保護区となっています

藤前干潟周辺で見られる鳥たち
「藤前干潟」を中心とする地域は、「東アジア－オーストラリア渡りルート」上の中継地と

なっていることから、渡り鳥が多数渡来し、特にシギ・チドリ類については２０００年春に

1万1千羽を数えるなど国内最大級の渡来地となっています。周辺地域で近年記録

された鳥類は、樹林性の鳥類なども含め１７２種を数えますが、このうちシギ・チド

リ類は４１種に達します。

春秋の渡りの時期及び越冬期には、ハマシギ、トウネン、ダイゼン、オオソリハシ

シギ、メダイチドリ、シロチドリ、ケリ、アオアシシギ、キアシシギをはじめ、ホウロ

クシギ、シベリアオオハシシギ、カラフトアオアシシギ、クロツラヘラサギなど

の希少種も含む各種シギ・チドリ類が多数渡来し、採餌・休息などの場として

干潟周辺を利用しています。

また、冬季にはロシア極東、アラスカなどからキンクロハジロ、ホシハジロ

など多数のカモ類が渡来し越冬します。その他、ダイサギ、コサギ

などのサギ類、ユリカモメ、アジサシなどのカモメ類、ミサゴ

などの猛禽類も多数渡来または生息し、その中には、チュウサギ、ズグロ

カモメ、コアジサシ、チュウヒ、ハヤブサなどの希少種も含まれています。

干潟に続く庄内川・新川下流部の河岸にはヨシ原が広がり、日光川下流部は淡水の静かな

水面が保たれていることから、オオヨシキリなどの草原性の鳥類やオナガガモ、コガモなど

の淡水性のカモ類などが生息し、２０００年3月には3万1千羽の水鳥が確認されています。

オオソリハシシギ
上に反った長いくちばしが特徴。
ユーラシア北部やアラスカなどで
繁殖し、冬はオーストラリアやアフ
リカまで南下。日本へは旅鳥とし
て春秋に渡来する。

ズグロカモメ★
中国に分布し、日本では主に西
日本の干潟や河口で越冬する冬
鳥。低く飛びながらカニや魚など
を捕食する。絶滅危惧Ⅱ類
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間

鳥獣の保護を図るため特に必要
があると認められる区域を指定。
鳥獣保護区のうち、国際的また
は全国的な見地からその鳥獣
の保護のため重要なものにつ
いては、国（環境大臣）が指定。

国指定鳥獣保護区の概要

●国指定鳥獣保護区は、国際的または全国的な

見地から鳥獣の保護のために重要な区域を、国

（環境大臣）が指定するものです。

●区域内では、狩猟は禁止です。また、鳥獣また

はその生息地の保護を図るため特に必要な区域

は特別保護地区に指定され、一定の開発行為が

規制されます。

●指定区分として、大規模生息地、集団渡来地、

集団繁殖地、希少鳥獣生息地の保護区がありま

す。

ミサゴ★
魚食性の大形のタカ。
海岸や湖畔にすみ、水上を飛び
ながら急降下して魚を足で捕らえ
る。ウミタカ、スドリなどの別称が
ある。準絶滅危惧種。

静かな水面
カモ類生息地

干潟
シギ・チドリ類大群の
採餌・休息地、アナ
ジャコ・ヤマトシジミな
どの底生生物

ヨシ原・泥湿地
淡水と海水が混じり合う
水域の各種生物

導流堤周辺
干潟水没時の水
鳥休息地、ミサゴ
の採餌休息地

消波堤・護岸
シギ・チドリ類の休息地

干潟
甲殻類などの底生
生物、大型シギ類
の好採餌場、周辺
干潟が水没時のシ
ギ・チドリ類の採餌・
休息地

ハマシギ
少し下に反ったくちばしが特徴。
大きな群をつくることがある。ユー
ラシア北部やアメリカなどで繁殖
し、日本へは旅鳥または冬鳥とし
て渡来する。

水を浄化し、命を育む干潟

人間が流す排水にはリンや窒素などの無機栄養

塩類や有機物がたくさん含まれ、植物プランクト

ンの栄養源となります。好天が続くと植物プラン

クトンが大量発生して「赤潮」となり、魚介類に大

きな影響を与えますが、干潟や浅瀬ではアナジャ

コ、シジミ、カニ、ゴカイなどの底生生物が、植物

プランクトンをせっせと食べて水を浄化します。

さらに、彼らが泥に開けた穴から海中の酸素が供

給され、水を浄化します。

そして、干潟は底生生物

を食べる渡り鳥などの餌

場となり、多様な生物の営

みを支える上で重要な役

割を果たしています。
★＝希少種

※根拠法令：鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律
（平成１４年法律第８８号）
※指定状況（平成１５年3月３１日現在）
国指定鳥獣保護区 ： ５６ヶ所……４９５千ヘクタール
うち特別保護地区 ： ４４ヶ所……１１７千ヘクタール

規
制
の
概
要

２０年以内
期間は更新可

特別保護地区
（法第２９条）

鳥獣保護区の区域内
で、鳥獣またはその生
息地の保護を図るた
め特に必要と認められ
る区域を指定。

鳥獣保護区
（法第２８条）

鳥獣保護区の存続期
間の範囲内

【要許可行為】
●工作物の新、改、増築
●水面の埋め立て又は
干拓
●木竹の伐採

渡り鳥とは
毎年、季節ごとに「繁殖地」と「越冬地」の間を移動

する鳥を「渡り鳥」といいます。

「シギ・チドリ類」は代表的な渡り鳥で、主に干潟や

海岸などで見られます。夏季にシベリア、アラスカ

などのツンドラ地帯で繁殖し、東南アジア、オセア

ニアなどで越冬しますが、その渡りの「中継地」と

して、春と秋に日本に渡来します。群れをなして、長

い距離を一気に渡ることが多く、中継地では一定期

間滞在して餌を摂り、渡りに必要な大量のエネル

ギーを脂肪として蓄えます。渡り鳥は国境を越えて

移動し、繁殖地、越冬地、中継地の全てがそろわな

ければ生存できないため、国際的な保全の取り組

みが最も強く求められる生物の一つです。

凡例 国指定鳥獣保護区

特別保護地区（ラムサール条約登録湿地）

干潟の範囲

●指定区分：集団渡来地の保護区

●面　　積：鳥獣保護区     ７７０ヘクタール

●面　　積：特別保護地区  ３２３ヘクタール

●存続期間：平成１４年１１月1日～平成２４年１０月３１日（１０年間）

干潟の生態系

名古屋市

飛島村

ダイゼン
長距離の渡りをするチドリ科の
鳥。ユーラシア・北アメリカ北部
で繁殖し、アフリカ・オーストラリ
ア・南アメリカなどで越冬し、日本
へは旅鳥または冬鳥として渡来
する。

チュウヒ★
少数は本州中部以北のヨシ原で
繁殖、冬鳥として本州以南に渡
来し、干拓地、湿地のヨシ原など
に生息、鳥類、小型ほ乳類等を
捕食する。絶滅危惧Ⅱ類

©JSI

提供：藤前干潟を守る会　

●狩猟禁止
●鳥獣の生息・繁殖に必要な営
巣、給餌等の施設設置に係る受
忍義務

コアジサシ

オオソリハシシギ




